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▶2008 年のがん対策基本法成立を契機にがん
対策の充実が推進され，近年の診療報酬改定で
はがんに関わる取り組みに対する評価の新設が
続き，本年の改定においても，「終末期に近いが
ん患者の外来から在宅への連携」「緩和ケア病棟
における地域連携」への評価が予測されていま
す。2月号の特集では，在宅療養中あるいは治療
期を終えつつあるがん患者の在宅療養移行支援
の充実について，コミュニティベースの包括的な緩
和ケアという視点から考察しました。山崎章郎先生
からは在宅医として関与するケースの約半数がひ
と月以内に亡くなっており，最後の時間を駆け抜け
るように亡くなってしまうがん患者・家族のために，
地域に根差した専門家チームによる迅速かつ集
約的な支援が必要とのお話が聞かれました。ほか
にも各地域の限られた資源の中で最大限の力を
発揮するための工夫をご紹介しています。ご参考に
していただけますと幸いです。� （小齋）

▶本号の特集でも触れられていますが，がん医療
には告知から治療，在宅移行と非常に多くの意思
決定の場面があります。心身ともに大きな負担を抱
えながらの選択は，患者さんやご家族にとって非
常につらいものだと思います。▶支援するツールの
1つとして，国立がん研究センターが運営するサイト
「がん情報サービス」に，「重要な面談にのぞまれ
る患者さんとご家族へ」という冊子があります。医
療側に聞きたいことのチェックシートで，全てを聞く
必要はありませんが項目数は53にものぼります。こ
の項目数の多さを見て，がんという疾患には本当
に多くの悩みがつきまとうのだと実感しました。▶必
要とする情報を，適格かつ適切に提供するための
連携についてもご紹介しました。患者さんやご家
族が本当に悩んでいることを引き出し「患者さん
の生きる」を支援していく際に，本特集を役立てて
いただければ幸いです。� （宇津井）

次号
予告 3

2016

March

編集後記

特集

入職希望者のニーズを捉えた採用活動
組織社会化はここから始まる
1 人でも多くの優秀なスタッフを集めたいという思いは各施設共通のもの。インターンシップや臨地実習，そして
採用活動全体のプロセスを，未来のチームメンバーの育成や組織社会化のファーストステップと位置付け，これ
らの機会の質を高めていくことが求められている。こうした背景を踏まえ，本特集では，“採用される側”のニー
ズや関心に焦点を当てて，より効果的かつ魅力的な採用活動を展開する方法について考察する。

「ここで働きたい！」という思いにつなげる採用活動◉大曽根衛
入職希望者育成の視点から考えるインターンシップ
大学と自治体が協働した取り組みから◉山本均
採用活動のプロセス管理　入口・出口の費用対効果を検証する◉深澤優子
【実践報告：東京慈恵会医科大学附属病院】
看護学生の特性を踏まえた採用活動◉髙橋直美
【実践報告：名寄市立総合病院】
就業先選択につなげるための臨地実習の再考　卒業生からの評価を踏まえて
◉平野智美
【実践報告：済生会横浜市東部病院】
求職者の多様な関心を踏まえた採用活動◉早川みつほ

巻頭
うちの師長会・主任会㉗　九段坂病院
特別記事
看護師以外の社会人経験のある看護師が仕事を継続していくための効果的な支援
東京都保健医療公社多摩北部医療センターの取り組みから◉小坂智恵子
スタッフに歓迎される障害者雇用の実現
国立がん研究センター中央病院の取り組み◉福田一行／那須和子
【東京医科歯科大学医学部附属病院の看護マネジメント】
［座談会］倫理性と効率性の両立を目指した高齢者看護の質改善③
現場の変化を捉え，課題解決に導くための看護管理者の役割◉川﨑つま子ほか

アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いいたします。

facebookやってます！
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